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整 理 番 号  2017P-045 

補助事業名  平成29年度 国際交流の推進活動 補助事業 

補助事業者名  アナトリア考古学研究所（トルコ共和国）を拠点とした国際交流活動 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

日本人による古代オリエント史の「年表（文化編年）」の再構築を目指し、自らの「年

表」により歴史を語ることを一つの目的とする。併行して出土遺物、遺構の保存、修

復、つまり「文化財保存」に重点を置く。そして日本、トルコ、欧米の次世代を担う

若手研究者を養成し、各国の若者が世界に目を向ける切っ掛けとなることをもって公

益の増進に寄与する。 

 

（２）実施内容 

 考古学、植物考古学フィールドコース   博物館学フィールドコース 

 平成２９年度は、遺跡、遺物の保存修復活動、および考古学フィールドコース、植物考古

学フィールドコース、博物館学フィールドコース、「考古学の授業」等を開催しました。 

 特に、当該事業の核となるのはフィールドコースです。考古学フィールドコースでは、日本か

ら参加した学生が実際にカマン・カレホユック遺跡の発掘作業を体験し、出土した様々な遺

物（土製品、青銅製品、ガラス、骨など）と保存状態の良い建築遺構を教材として授業を行な

います。博物館学フィールドコースでは、トルコ国内の保存修復センター所属の若手の保存

修復専門家を対象に保存修復についての実践的な技術を学びます。 

 当該事業は、常に「発掘調査」と「文化財保存」を中心に据えた人材の育成と国際交流を目

指しているのが特徴で、平成２９年度も大きな役割を果たすことができたと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考古学フィールドコース 

植物考古学フィールドコース 博物館学フィールドコース 

http://www.jiaa-kaman.org/jp/act_field17.html
http://www.jiaa-kaman.org/jp/announce.html#171018
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２ 予想される事業実施効果 

 当該事業に日本、欧米各国から参加した学生たちにとって、地元の発掘作業員やト

ルコの学生たちとの交流や各国の研究者を目指す学生たちとのミーティングは、貴重

な体験であったと思われます。また、トルコ国内の大学から発掘調査に参加する多く

の学生にとっても、現場は刺激を受ける場所となっています。ここでの体験から博物

館学芸員や教員を目指す学生が大勢います。 

当該事業に参加した若手研究者、学生たちは、その後それぞれの所属先である大学

や研究機関、その発掘現場に戻りますが、当該事業で得たものを活かし、国内の発掘

現場や大学、研究機関、教育機関において、現場をリードしていく存在に成長してい

くことが期待されます。実際に、トルコ国内の博物館に戻った学芸員や保存修復専門

家が展示の工夫や収蔵品の保存修復に実績を上げており、トルコ政府、トルコ考古学

界の期待は増々高まっています。 

 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

Anatolian Archaeological Studies Vol. XXI 

http://www.jiaa-kaman.org/jp/event/11.html 
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（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人 中近東文化センター 

         （コウエキザイダンホウジン チュウキントウブンカセンター） 

住   所： 〒181-0015 

 東京都三鷹市大沢3-10-31 

代 表 者： 理事長 阿部 知之（アベ トモユキ） 

担 当 部 署： アナトリア考古学研究所（アナトリアコウコガクケンキュウジョ）

担 当 者 名： 事務担当 吉田 知子（ヨシダ トモコ） 

電 話 番 号： ０４２２―３２―７６６５ 

F A X： ０４２２―３１―９４５３ 

E - m a i l： tokyo＠jiaa-kaman.org    

U R L： http://www.jiaa-kaman.org/ 

 

（公財）中近東文化センター
http://www.jiaa-kaman.org/

